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機械工学専攻 入学試験問題

科 目名 :機械力学  [1ノ 2]

(問題 [1],[2]は別々の答案用紙に解答すること。)

[1]図 1-1に示すように,半径 r,質量
“
の一様な剛体円板が摩擦のない水平面上を

水平右向きに滑らている.円板は時刻古=0で摩擦のある平面に進入し,滑 りながら転

がり始めた。時刻ι=0における円板の並進速度をυO,角速度を 0と する。重力加速

度をJ,円板と摩擦のある平面の間の動摩擦係数をμ,円板の中心周りの慣性モーメン

トを∬=mr2/2と し,円板の運動について以下の問いに答えよ。

(1)円板の並進速度をυ (右向きを正),回転運動の角速度をω (時計回りを正)と す

る.滑 りながら転がっているときの円板の並進運動,および回転運動の運動方程

式を示せ。

問い(1)において,時刻古での円板の並進速度υ,お よび平面と接触している円板上

の点の速度υ
′
を求めよ .

(3)時刻古=古1で ,円板は滑 らずに一定の角速度で転がり始めた。このとき,tlを求め

よ.

(4)時刻t=0からι=ιlまでの運動エネルギーの変化量を求めよ.

(5)時刻ι=ιlま でに円板が滑つた距離をLと するとき,動摩擦係数μを求めよ。
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(問題 [11,[2]は別々の答案用紙に解答すること.)

[2] 図 2-1に示す質量 ″7の物体にばね定数 たの
ばね,減衰係数 εの減衰器,お よび反対側に変位 χ0
で水平振動する振動板をばね定数 κのばねで接続し

た 1自 由度強制振動系がある。次の問いに答えよ.

図 2‐ 1

(1)こ の振動 系の運動方程式 を示せ .ま た この振動

系の固有角振動数 ωn,臨界減衰係数 εc,減衰比 ζ(=ε/εc)お よび り値を示せ .

(2)振動板は振幅И,角 振動数 ωの水平振動 (χO=И cos ωr)を している.こ の強制振

動時の物体の定常振動をχ=B cOs(ω r tt ψ)と して tan φおよび物体の振幅 3を κ,
Иフ″2,ωn,こ ωから適切な値を用いて導出を含めて示せ .

(3)図 2申2(a),(b),(C)は物体の変位χ,速度νおよび加速度αの振幅レ|(=3),|ソ|,1冽の

いずれかをプロットしたグラフである (但しζ<1).各グラフの縦軸の空欄 (ア ),

(イ ),(ウ )に対応する物理量をレ|、 lν l、 lα lか ら選んで記せ.ま た空欄 (工 )～ (ク )

に該当する値をκ,た,∠ ,刑 ,ε,2の中から適切な値を用いて示せ。

図 2‐ 2

罐
′
It― :… 11:″

″
:′́ :::′ ′́ ′

:′
.… …́:″ ′ ″ `

″″～́:´″～……″ |″～

'′

 ′「:.″ _′ ″″:″″ ΅″′_′′:
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